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※記入する際、枠の大きさの変更及び頁追加のうえ作成することも可能とします。

事業名：令和4年度地域内フィーダー系統平成 年 月 日事業開始

事業の今後の改善点

実施状況、目標・効果の達成状況

生活交通確保維持改善計画

目的・必要性

定量的な目標・効果

事業・実施主体

確保・維持する系統の概要

評価項目

前回の評価結果

基礎データ

【地域内フィーダー系統】
○河北町営路線バス（東根線）
・運行事業者：㈱葉山タクシー
・系統数：１系統
・運賃：２００円（７５歳以上又は
障害者手帳所持者又は高校
生以下は１００円）
・運行日：毎日（１／１を除く）

人 口：１７，５２１人（令和４年３月末現在） 高齢化率：３７．９５％ （令和４年３月末現在）
面 積：５２．４５平方キロメートル
公共交通会議開催数：公共交通会議２回（令和３年１０月～令和４年９月）

・公共交通に関する情報提供
町営路線バス時刻表の全戸配布・町ＨＰへの掲載を行う（河北町）
・公共交通ネットワークの見直し
利用者のニーズ・利用実績等を踏まえて運行路線を見直す（町民、河北町、
事業者）

【目標】
年間利用者数・・・年間８，５００人 収支率・・・９．６８％以上
負担額・・・７，４２６千円
【効果】
対象路線を維持することで、高齢者等の交通弱者の通院や通学、買い物など日
常生活に必要な移動手段が確保される。また、地域間幹線や他の路線とを結節さ
せることで広域的な運行体系が確保される。費用対効果の面から効率的な運営を
目指すことにより、持続的な運行を図る。

人口減少と高齢化率の増加とともに、高齢者のみの世帯も増加している。特に自
家用車のない高齢者や学生にとっては、公共交通の重要性が増してきている。ま
た、高齢者の免許返納を促すためにも公共交通が必要とされている。安心・安全な
町づくりのためにも、日常生活に必要な移動手段である町営路線バスを維持確保
し、持続可能な公共交通システムを構築することを目的とする。 令和４年度新規事業のため、前回事業評価なし。

【達成状況（結果）】

【評価】

【実施状況等】
河北町営路線バスの年間利用者数については、全戸配布や町ＨＰへの掲載などの利用者への周
知により、目標を達成することが出来た。収支率・負担額については河北町営路線バスの車両更
新による支出増のため、目標達成とならなかった。引き続き利用者の拡大と経費の見直しに努める。
【実績】
年間利用者数・・・年間８，５７１人（達成率１００．８％） 評価Ａ
収支率・・・７．７６％（達成率△１９．８％） 評価Ｃ
負担額・・・９，９１２千円（達成率△３３．４％） 評価Ｃ

※評価の判定基準
・A ⇒目標達成100%以上
・B ⇒目標達成80%以上100%未満
・C ⇒目標達成80%未満、又は、補助対象外（1運行当たり2人未満、運行割合30%未満）

河北町営路線バスの年間利用者数については、更なる周知とニーズに合わせた運行路線の見直
しを実施することにより、利用者の拡大を図っていく。
収支率・負担額については、必要経費の見直しにより町民のニーズに答えながらも、効率的な運営
を行うことにより支出の削減を図っていく。
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フィーダー補助対象となった運行系統／営業区域がわかる図面

※印刷すると不鮮明・読み取りできない状態（「図」「文字」）に
なっていないか、ご確認をお願いします。

河北町営路線バス（東根線）運行系統図
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河北町営路線バス（東根線）運行時刻表


